
(57)【要約】

【課題】使用済みのランセットの穿刺針に触れることな

く、安全に取り扱うことができるランセットを提供する

。

【解決手段】皮膚を穿刺するための穿刺針３を一端に設

けた針部材５を進退可能に形成した孔４ａを有する収納

ケース４とからなり、収納ケース４の内面と針部材５の

外面に、針部材５が前進するときには移動可能であり後

退時には移動を阻止する阻止部７を形成し、針部材５を

係止した状態における穿刺針３の先端位置を収納ケース

４の端部より後退させる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
皮 膚 を 穿 刺 す る た め の 穿 刺 針 を 一 端 に 設 け た 針 部 材 と 、 当 該 針 部 材 を 進 退 可 能 に 形 成 し た
孔 を 有 す る 収 納 ケ ー ス と か ら な り 、 当 該 収 納 ケ ー ス の 内 面 と 上 記 針 部 材 の 外 面 に 、 上 記 針
部 材 が 前 進 す る と き に は 移 動 可 能 で あ り 後 退 時 に は 移 動 を 阻 止 す る 阻 止 部 を 形 成 し 、 上 記
針 部 材 を 係 止 し た 状 態 に お け る 前 記 穿 刺 針 の 先 端 位 置 を 前 記 収 納 ケ ー ス の 端 部 よ り 後 退 さ
せ た こ と を 特 徴 と す る ラ ン セ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 阻 止 部 は 、 前 記 針 部 材 の 側 面 か ら 突 出 さ れ 先 端 に 凸 部 を 形 成 し た 弾 性 を 有 す る 付 勢 腕
と 、 前 記 収 納 ケ ー ス の 前 記 孔 の 内 壁 に 形 成 さ れ た 凹 部 か ら な り 、 前 記 凹 部 と 前 記 係 合 腕 の
凸 部 と は 、 前 記 針 部 材 が 前 進 す る と き に は 係 合 す る こ と な く 、 前 記 針 部 材 が 後 退 す る と き
に は 上 記 凸 部 が 上 記 凹 部 に 係 合 し て 前 記 針 部 材 の 移 動 を 阻 止 す る 請 求 項 １ に 記 載 の ラ ン セ
ッ ト 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 針 部 材 か ら 突 出 し た 弾 性 を 有 す る 付 勢 腕 は 、 先 端 の 凸 部 を 常 時 は 前 記 収 納 ケ ー ス の 前
記 孔 の 内 壁 に 弾 力 に よ り 付 勢 し た 請 求 項 ２ に 記 載 の ラ ン セ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 収 納 ケ ー ス に 前 記 孔 内 に 収 納 さ れ た 初 期 位 置 に お い て 、 前 記 針 部 材 か ら 突 出 し た 付 勢
腕 の 凸 部 に 対 応 位 置 す る 前 記 収 納 ケ ー ス に 透 孔 を 形 成 し 、 こ の 透 孔 内 に 前 記 凸 部 を 嵌 入 す
る と 共 に 外 方 に 突 出 さ せ て 前 記 針 部 材 の 移 動 を 阻 止 し 、 前 記 収 納 ケ ー ス を ラ ン セ ッ ト 進 退
装 置 に 装 着 す る と き 、 前 記 凸 部 と 前 記 透 孔 と の 係 合 を 解 除 す る 請 求 項 ２ に 記 載 の ラ ン セ ッ
ト 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 針 部 材 を 収 納 し た 前 記 収 納 ケ ー ス の 穿 刺 針 側 に カ ッ プ 状 の キ ャ ッ プ を 被 冠 し て 前 記 収
納 ケ ー ス を 封 止 し た 請 求 項 １ に 記 載 の ラ ン セ ッ ト 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 針 部 材 に 突 起 を 突 出 形 成 す る 一 方 、 前 記 収 納 ケ ー ス の 前 記 孔 の 内 壁 に 上 記 突 起 の 移 動
を 許 容 す る 移 動 方 向 の 縦 溝 と 、 こ の 縦 溝 と 直 行 す る 横 溝 を 形 成 し 、 初 期 位 置 に お い て 上 記
突 起 を 上 記 横 溝 に 係 合 さ せ て 前 記 針 部 材 の 移 動 を 阻 止 し 、 前 記 収 納 ケ ー ス を ラ ン セ ッ ト 進
退 装 置 に 装 着 し た 後 、 前 記 収 納 ケ ー ス に 被 冠 し た キ ャ ッ プ の 回 転 操 作 に よ っ て 上 記 突 起 を
縦 溝 に 移 行 し て 前 記 針 部 材 を 移 動 可 能 に し た 請 求 項 ５ に 記 載 の ラ ン セ ッ ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 穿 刺 針 を 皮 膚 に 穿 刺 し て 微 量 採 血 を 行 う た め の ラ ン セ ッ ト に 関 し 、 よ り 詳 し く
は 、 使 用 済 み の 穿 刺 針 を 人 が 触 れ る こ と な く 安 全 に 扱 う こ と が で き る と 共 に 、 誤 っ て 再 使
用 す る こ と を 阻 止 す る こ と が で き る ラ ン セ ッ ト に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 年 、 血 液 分 析 装 置 の 小 型 化 と 低 価 格 化 が 進 み 、 病 院 の み な ら ず 家 庭 に お い て も こ の 小 型
化 さ れ た 血 液 分 析 装 置 の 使 用 が 増 加 し て い る 。 例 え ば 、 糖 尿 病 患 者 の 場 合 、 自 ら 血 液 中 の
血 糖 値 を １ 日 数 回 測 定 す る こ と か ら 、 小 型 化 さ れ た 血 液 分 析 装 置 を 用 い て 家 庭 に お い て も
容 易 に 検 査 を 行 う よ う に し て い る 。 こ の よ う な 小 型 化 さ れ た 血 液 分 析 装 置 を 用 い る 場 合 、
微 量 の 血 液 を 採 取 す る 必 要 が あ り 、 通 常 、 ラ ン セ ッ ト と 呼 ば れ る 使 い 捨 て の 穿 刺 針 が 用 い
ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の ラ ン セ ッ ト は 、 ラ ン セ ッ ト 進 退 装 置 に 装 填 さ れ 、 採 血 す べ き 対 象 部 位 、 例 え ば 指 先 に
向 け て 発 射 さ れ る 。 一 般 的 な ラ ン セ ッ ト 進 退 装 置 は 、 穿 刺 針 を 設 け た ラ ン セ ッ ト を 皮 膚 に
対 し て 穿 刺 す る よ う に 発 射 す る 穿 刺 動 作 の 後 に 、 こ の ラ ン セ ッ ト を ラ ン セ ッ ト 進 退 装 置 内
に 後 退 動 作 す る 一 連 の 動 作 を 自 動 的 に 行 う よ う に な っ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
ラ ン セ ッ ト は 、 感 染 症 の 原 因 と な る 細 菌 ・ ウ イ ル ス が 血 液 経 由 で 媒 介 さ れ る 危 険 性 が あ る
こ と か ら 、 １ 回 使 用 し た 後 に 廃 棄 す る よ う に し て い る 。 こ の ラ ン セ ッ ト は 、 病 院 の み な ら
ず 家 庭 で も 頻 繁 に 使 用 し た 場 合 、 使 用 後 に 適 切 に 処 分 さ れ な い ま ま 放 置 さ れ 、 他 人 が 誤 っ
て ラ ン セ ッ ト の 穿 刺 針 を 穿 刺 し た り 、 ま た 、 誤 っ て 使 用 す る こ と が あ る 。 こ の 結 果 、 廃 棄
さ れ た ラ ン セ ッ ト に よ っ て 、 血 液 を 媒 体 と す る 感 染 症 に 感 染 す る 危 険 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 糖 尿 病 の 場 合 、 合 併 症 に よ っ て 目 が 不 自 由 な 患 者 も 多 く 、 ラ ン セ ッ ト 進 退 装 置 か ら
使 用 済 み の ラ ン セ ッ ト を 離 脱 す る 離 脱 操 作 の 際 に も 、 や は り 使 用 済 み の ラ ン セ ッ ト の 穿 刺
針 に よ り 自 身 の 身 体 を 穿 刺 し 、 怪 我 を す る 危 険 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
そ こ で 、 従 来 、 使 用 後 の ラ ン セ ッ ト に 直 接 手 を 触 れ る こ と な く ラ ン セ ッ ト 進 退 装 置 か ら 離
脱 す る 方 法 が 考 案 さ れ て い る 。 例 え ば 、 特 開 昭 ５ ６ － １ ６ １ ０ ３ ８ 号 に は 、 ラ ン セ ッ ト 進
退 装 置 の ス イ ッ チ を 押 圧 す る こ と に よ り ラ ン セ ッ ト が 落 下 し て 離 脱 さ せ る 方 法 が 開 示 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 】
特 開 昭 ５ ６ － １ ６ １ ０ ３ ８ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
こ の よ う な 方 法 に よ れ ば 、 ラ ン セ ッ ト 進 退 装 置 か ら 使 用 済 み の ラ ン セ ッ ト を 離 脱 す る 際 に
は 、 穿 刺 針 に 触 れ る こ と が な く 安 全 性 が 確 保 さ れ る 。 し か し 、 穿 刺 針 が 露 出 さ れ た ラ ン セ
ッ ト を 、 ゴ ミ 袋 等 に 廃 棄 し た 場 合 に は 、 第 三 者 が 使 用 済 み の ラ ン セ ッ ト を 不 用 意 に 扱 っ て
、 穿 刺 針 に よ り 指 等 を 穿 刺 す る こ と が あ り 、 血 液 経 由 に よ る 感 染 症 の 危 険 性 は 、 な お 、 残
さ れ た ま ま で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
以 上 の 問 題 点 に 鑑 み て 、 本 発 明 の 課 題 は 、 使 用 済 み の ラ ン セ ッ ト の 穿 刺 針 に 触 れ る こ と な
く 、 安 全 に 取 り 扱 う こ と が で き る ラ ン セ ッ ト を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の 請 求 項 １ に 記 載 の ラ ン セ ッ ト は 、 皮 膚 を 穿 刺 す る た め
の 穿 刺 針 を 一 端 に 設 け た 針 部 材 と 、 当 該 針 部 材 を 進 退 可 能 に 形 成 し た 孔 を 有 す る 収 納 ケ ー
ス と か ら な り 、 当 該 収 納 ケ ー ス の 内 面 と 上 記 針 部 材 の 外 面 に 、 上 記 針 部 材 が 前 進 す る と き
に は 移 動 可 能 で あ り 後 退 時 に は 移 動 を 阻 止 す る 阻 止 部 を 形 成 し 、 上 記 針 部 材 を 係 止 し た 状
態 に お け る 前 記 穿 刺 針 の 先 端 位 置 を 前 記 収 納 ケ ー ス の 端 部 よ り 後 退 さ せ た こ と を 特 徴 と し
て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
か か る 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 ラ ン セ ッ ト 自 身 に 針 部 材 が 前 進 す る と き に は 移 動
可 能 で あ り 後 退 時 に は 移 動 を 阻 止 す る 阻 止 部 を 形 成 し た の で 、 針 部 材 の 穿 刺 針 が 収 納 ケ ー
ス か ら 突 出 し な い 位 置 で 係 止 し 、 使 用 済 み の ラ ン セ ッ ト を 患 者 自 身 お よ び 第 三 者 が 不 用 意
に 扱 っ た と し て も 、 ラ ン セ ッ ト の 穿 刺 針 に 触 れ る こ と が な い 。 こ れ に よ り 、 使 用 済 み の ラ
ン セ ッ ト に よ る 怪 我 、 お よ び 、 血 液 経 由 に よ る 感 染 症 の 危 険 を 未 然 に 防 止 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 の 請 求 項 ２ に 記 載 の ラ ン セ ッ ト は 、 前 記 阻 止 部 は 、 前 記 針 部 材 の 側 面 か ら 突 出 さ れ
先 端 に 凸 部 を 形 成 し た 弾 性 を 有 す る 付 勢 腕 と 、 前 記 収 納 ケ ー ス の 前 記 孔 の 内 壁 に 形 成 さ れ
た 凹 部 か ら な り 、 前 記 凹 部 と 前 記 係 合 腕 の 凸 部 と は 、 前 記 針 部 材 が 前 進 す る と き に は 係 合
す る こ と な く 、 前 記 針 部 材 が 後 退 す る と き に は 上 記 凸 部 が 上 記 凹 部 に 係 合 し て 前 記 針 部 材
の 移 動 を 阻 止 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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か か る 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 針 部 材 が 後 退 す る と き の み 、 弾 性 を 有 す る 付 勢 腕
の 凸 部 が 収 納 ケ ー ス 内 に 形 成 し た 凹 部 に 係 合 し て 針 部 材 の 後 退 を 阻 止 し 、 針 部 材 の 移 動 を
ロ ッ ク す る の で 、 収 納 ケ ー ス か ら 針 部 材 が 離 脱 す る こ と が な く 、 使 用 済 の 穿 刺 針 に 触 れ る
こ と に よ る 事 故 が 未 然 に 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 の 請 求 項 ３ に 記 載 の ラ ン セ ッ ト は 、 前 記 針 部 材 か ら 突 出 し た 弾 性 を 有 す る 付 勢 腕 は
、 先 端 の 凸 部 を 常 時 は 前 記 収 納 ケ ー ス の 前 記 孔 の 内 壁 に 弾 力 に よ り 付 勢 し た こ と を 特 徴 と
し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
か か る 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 弾 性 を 有 す る 付 勢 腕 の 凸 部 を 収 納 ケ ー ス の 孔 の 内
壁 に 弾 性 付 勢 す る の で 、 通 常 の 状 態 で は 両 者 間 の 摩 擦 に よ っ て 針 部 材 の 落 下 等 を 防 止 で き
、 ラ ン セ ッ ト の 装 着 時 の 操 作 が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 の 請 求 項 ４ に 記 載 の ラ ン セ ッ ト は 、 前 記 収 納 ケ ー ス に 前 記 孔 内 に 収 納 さ れ た 初 期 位
置 に お い て 、 前 記 針 部 材 か ら 突 出 し た 付 勢 腕 の 凸 部 に 対 応 位 置 す る 前 記 収 納 ケ ー ス に 透 孔
を 形 成 し 、 こ の 透 孔 内 に 前 記 凸 部 を 嵌 入 す る と 共 に 外 方 に 突 出 さ せ て 針 部 材 の 移 動 を 阻 止
し 、 前 記 収 納 ケ ー ス を ラ ン セ ッ ト 進 退 装 置 に 装 着 す る と き 、 前 記 凸 部 と 前 記 透 孔 と の 係 合
を 解 除 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
か か る 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 初 期 状 態 で は 、 収 納 ケ ー ス に 形 成 し た 透 孔 に 付 勢
腕 の 凸 部 を 嵌 入 さ せ て 針 部 材 の 移 動 を 阻 止 し 、 ラ ン セ ッ ト の 装 着 に よ っ て 係 合 を 解 除 さ せ
る の で 、 使 用 前 の ラ ン セ ッ ト で あ っ て も 、 針 部 材 を 収 納 ケ ー ス 内 の 定 位 置 に 収 納 さ せ る こ
と が で き 、 し か も 、 ラ ン セ ッ ト 進 退 装 置 へ の 装 着 を 容 易 に で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 の 請 求 項 ５ に 記 載 の ラ ン セ ッ ト は 、 前 記 針 部 材 を 収 納 し た 前 記 収 納 ケ ー ス の 穿 刺 針
側 に カ ッ プ 状 の キ ャ ッ プ を 被 冠 し て 前 記 収 納 ケ ー ス を 封 止 し た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
か か る 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 収 納 ケ ー ス の 穿 刺 針 側 に キ ャ ッ プ を 被 冠 す る こ と
に よ り 、 針 部 材 の 不 意 な 飛 び 出 し に よ る 使 用 者 へ の 怪 我 等 が 未 然 に 防 止 で き る 。 ま た 、 封
止 に よ っ て 種 々 の 菌 に よ る 針 部 材 の 汚 染 を 未 然 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 発 明 の 請 求 項 ６ に 記 載 の ラ ン セ ッ ト は 、 前 記 針 部 材 に 突 起 を 突 出 形 成 す る 一 方 、 前 記 収
納 ケ ー ス の 前 記 孔 の 内 壁 に 上 記 突 起 の 移 動 を 許 容 す る 移 動 方 向 の 縦 溝 と 、 こ の 縦 溝 と 直 行
す る 横 溝 を 形 成 し 、 初 期 位 置 に お い て 上 記 突 起 を 上 記 横 溝 に 係 合 さ せ て 前 記 針 部 材 の 移 動
を 阻 止 し 、 前 記 収 納 ケ ー ス を ラ ン セ ッ ト 進 退 装 置 に 装 着 し た 後 、 前 記 収 納 ケ ー ス に 被 冠 し
た キ ャ ッ プ の 回 転 操 作 に よ っ て 上 記 突 起 を 縦 溝 に 移 行 し て 前 記 針 部 材 を 移 動 可 能 に し た こ
と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
か か る 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 キ ャ ッ プ の 回 転 操 作 に よ っ て 突 起 を 横 溝 か ら 縦 溝
に 移 行 し て 針 部 材 に 移 動 を 可 能 に す る の で 、 使 用 前 の 状 態 に お い て 針 部 材 が ロ ッ ク さ れ 、
針 部 材 の 不 意 な 飛 び 出 し に よ る 使 用 者 へ の 怪 我 等 が 未 然 に 防 止 で き る 。 ま た 、 キ ャ ッ プ を
被 冠 し た 状 態 で ラ ン セ ッ ト を ラ ン セ ッ ト 進 退 装 置 に 装 着 で き る の で 、 装 着 作 業 が 容 易 に な
る と 共 に 種 々 の 菌 に よ る 針 部 材 の 汚 染 を 未 然 に 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
［ 実 施 の 形 態 １ ］
図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 わ る ラ ン セ ッ ト ２ を 示 し て い る 。 ラ ン セ ッ ト ２ は 、 皮
膚 を 穿 刺 す る た め の 穿 刺 針 ３ を 設 け た 針 部 材 ５ 、 お よ び 、 こ の 針 部 材 ５ を 収 納 す る た め の

10

20

30

40

50

(4) JP 2004-113580 A 2004.4.15



収 納 ケ ー ス ４ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 収 納 ケ ー ス ４ は 、 円 筒 状 に 形 成 さ れ 、 内 部 に は 針 部
材 ５ の 進 退 を 許 容 す る 孔 ４ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の ラ ン セ ッ ト ２ は 、 後 述 す る ラ ン セ ッ
ト 進 退 装 置 １ に 装 着 し て 穿 刺 動 作 を 行 っ た 後 、 針 部 材 ５ の 穿 刺 針 ３ の 針 先 を 収 納 ケ ー ス ４
の 端 部 ４ ｂ よ り も 後 退 さ せ た 位 置 に 収 納 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
針 部 材 ５ に は 、 そ の 先 端 部 ５ ａ の 略 中 央 に 穿 刺 針 ３ が 植 設 さ れ 、 後 端 部 の 略 中 央 に は 、 後
述 す る ラ ン セ ッ ト 進 退 装 置 １ の ロ ッ ド １ ３ の 先 端 部 １ ３ ａ を 軽 圧 入 的 に 嵌 合 す る 嵌 合 孔 が
形 成 さ れ て い る 。 こ の よ う に 、 軽 圧 入 的 に 嵌 合 す る こ と に よ っ て 、 孔 ４ ａ 内 を 後 退 動 作 す
る と き に 、 針 部 材 ５ は ロ ッ ド １ ３ か ら 離 脱 す る こ と な く 進 退 動 作 が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 収 納 ケ ー ス ４ の 後 端 部 の 外 壁 は 、 ラ ン セ ッ ト 進 退 装 置 １ の ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 先 端 部
に 設 け ら れ た 支 持 部 １ ２ ａ に 軽 圧 入 的 に 嵌 合 し て い る 。 こ の 嵌 合 強 度 は 、 上 記 針 部 材 ５ が
ロ ッ ド １ ３ に よ っ て 収 納 ケ ー ス ４ が 孔 ４ ａ 内 を 進 退 動 作 す る と き に 、 収 納 ケ ー ス ４ が 支 持
部 １ ２ ａ か ら 離 脱 し な い よ う に 設 定 さ れ て い る 。 以 上 の 構 成 か ら な る ラ ン セ ッ ト ２ は 、 収
納 ケ ー ス ４ を 支 持 部 １ ２ ａ に 軽 圧 入 的 に 嵌 合 す る と 共 に 、 針 部 材 ５ の 嵌 合 孔 に ロ ッ ド １ ３
が 嵌 合 す る こ と に よ り ラ ン セ ッ ト 進 退 装 置 １ へ の 装 着 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
更 に 、 ラ ン セ ッ ト ２ の 針 部 材 ５ に は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 外 壁 か ら 斜 め 後 方 に 向 け て 先 端
に 凸 部 ７ ａ を 有 す る 弾 性 を 有 す る 付 勢 腕 ７ が 突 出 形 成 さ れ て い る 。 一 方 、 収 納 ケ ー ス ４ の
孔 ４ ａ に は 付 勢 腕 ７ の 移 動 範 囲 に 溝 ４ ｃ が 形 成 さ れ 、 針 部 材 ５ の 進 退 動 作 を ガ イ ド す る よ
う に し て い る 。 こ の 溝 ４ ｃ の 底 面 に は 、 針 部 材 ５ の 後 退 を 阻 止 す る た め の 後 方 に 傾 斜 さ せ
た テ ー パ 面 を 有 す る 凹 部 ８ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 凹 部 ８ は 、 針 部 材 ５ が 前 進 す る と き に
は 凸 部 ７ ａ が 係 合 す る こ と な く 、 針 部 材 ５ が 後 退 す る と き に 係 合 し て 、 針 部 材 ５ の 移 動 を
阻 止 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 収 納 ケ ー ス ４ の 孔 ４ ａ に 形 成 し た 凹 部 ８ 、 お よ び 、 針 部
材 ５ に 形 成 し た 凸 部 ７ ａ を 有 す る 付 勢 腕 ７ に よ っ て 阻 止 部 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の よ う な ラ ン セ ッ ト ２ は 、 未 使 用 状 態 に お い て 、 収 納 ケ ー ス ４ の 穿 刺 針 ３ 側 を 閉 塞 す る
よ う に 略 キ ャ ッ プ 状 の 保 護 ケ ー ス ６ を 被 冠 し て い る 。 こ の 保 護 ケ ー ス ６ の 内 部 底 面 に は 突
起 ６ ａ が 一 体 に 突 出 形 成 さ れ 、 先 端 に 形 成 し た 凹 所 に 穿 刺 針 ３ を 挿 入 す る と 共 に 、 突 起 ６
ａ の 先 端 面 を 針 部 材 ５ の 端 面 に 当 接 さ せ て い る 。 こ の 保 護 ケ ー ス ６ を 被 冠 す る こ と に よ っ
て 、 穿 刺 針 ３ が 空 気 中 に 浮 遊 す る 雑 菌 等 に 汚 染 さ れ る こ と を 防 止 す る と 共 に 、 ラ ン セ ッ ト
進 退 装 置 １ に 装 着 す る と き に 、 使 用 者 の 手 指 に よ っ て 穿 刺 針 ３ が 汚 染 さ れ る こ と を 防 止 す
る 役 割 を 果 た し て い る 。 更 に 、 ラ ン セ ッ ト ２ の 収 納 ケ ー ス ４ か ら 不 用 意 に 穿 刺 針 ３ が 突 出
し て 使 用 者 等 に 怪 我 を さ せ な い よ う に し て い る 。 ラ ン セ ッ ト ２ は 、 保 護 ケ ー ス ６ を 被 冠 し
た 状 態 で ラ ン セ ッ ト 進 退 装 置 １ に 装 着 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ２ は 、 上 記 ラ ン セ ッ ト ２ を 装 着 し た ラ ン セ ッ ト 進 退 装 置 １ の 一 例 を 示 し て い る 。 こ の 種
の ラ ン セ ッ ト 進 退 装 置 １ は 周 知 で あ り 、 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る が 、 概 ね 以 下 の よ う に 構 成
さ れ て い る 。 即 ち 、 ラ ン セ ッ ト 進 退 装 置 １ は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ 内 に 上 記 ２ つ の ス プ リ ン グ
１ ０ ， １ １ と 、 ロ ッ ド １ ３ が 配 置 さ れ て い る 。 ハ ウ ジ ン グ １ ２ は 、 仕 切 り １ ４ に よ っ て ２
つ の 部 屋 に 仕 切 ら れ て お り 、 ロ ッ ド １ ３ は 、 仕 切 り １ ４ に 設 け ら れ た 貫 通 孔 １ ５ に 挿 通 さ
れ 、 そ の 周 囲 に 仕 切 り １ ４ を 中 心 に し て ２ つ の ス プ リ ン グ １ ０ ， １ １ が 対 向 し て 配 置 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
進 出 用 ス プ リ ン グ １ ０ は 、 拘 束 さ れ て い な い 形 状 か ら 十 分 に 圧 縮 さ れ た 状 態 で 拘 束 さ れ 、
ま た 、 後 退 用 ス プ リ ン グ １ １ は 、 元 の 形 状 若 し く は そ れ よ り 延 び た 形 状 で 拘 束 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ の よ う な 拘 束 状 態 は 、 ロ ッ ド １ ３ の 中 間 部 分 か ら 前 方 に 向 か っ て 延 設 さ れ た 腕 の 嵌 め 部
１ ６ が 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 内 壁 に 一 部 切 り 欠 か れ た 止 め 部 １ ７ に 係 合 す る こ と に よ り 維 持
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さ れ る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 ロ ッ ド １ ３ の 先 端 部 １ ３ ａ は 、 ラ ン セ ッ ト ２ の 針 部 材 ５
の 後 端 部 に 設 け ら れ た 嵌 合 孔 と 軽 圧 入 的 に 嵌 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
一 方 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 先 端 部 に は 、 そ の 内 壁 側 に 収 納 ケ ー ス ４ の 後 端 部 を 軽 圧 入 的 に 嵌
合 す る 支 持 部 １ ２ ａ を 有 し て い る 。 更 に 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 先 端 部 の 外 壁 側 に は 、 エ ン ド
キ ャ ッ プ １ ９ が 配 置 さ れ 、 例 え ば 、 ス ナ ッ プ フ ィ ッ ト に よ り 係 合 し て い る 。 エ ン ド キ ャ ッ
プ １ ９ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 ラ ン セ ッ ト ２ を ラ ン セ ッ ト 進 退 装 置 １ に 装 着 す る と 共 に 、
保 護 ケ ー ス ６ を 離 脱 し た 後 に ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 先 端 部 に 係 合 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ の 図 示 し た 状 態 に お い て 、 外 側 か ら 発 射 ボ タ ン １ ８ を 押 圧 す る こ と に よ り 嵌 め 部 １ ６ が
止 め 部 １ ７ か ら 外 れ て 拘 束 状 態 が 解 除 さ れ 、 圧 縮 さ れ て い た 進 出 用 ス プ リ ン グ １ ０ が 元 の
形 状 に 戻 ろ う と す る 力 に よ っ て 伸 び 、 そ れ に よ っ て ロ ッ ド １ ３ を 押 圧 し て 針 部 材 ５ が 進 出
し て 穿 刺 動 作 を 行 う 。 ま た 、 こ の 穿 刺 動 作 に よ り 、 後 退 用 ス プ リ ン グ １ １ は 次 第 に 圧 縮 さ
れ 徐 々 に エ ネ ル ギ ー が 蓄 勢 さ れ る 。 尚 、 穿 刺 動 作 の 前 に 進 出 用 ス プ リ ン グ １ ０ に 蓄 勢 さ れ
た エ ネ ル ギ ー は 十 分 に 大 き く 、 後 退 用 ス プ リ ン グ １ １ が 、 次 第 に 圧 縮 さ れ 徐 々 に エ ネ ル ギ
ー を 蓄 勢 さ せ て も 、 針 部 材 ５ の 進 出 動 作 を 阻 止 す る エ ネ ル ギ ー ま で に は 至 ら な い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ の よ う に 進 出 用 ス プ リ ン グ １ ０ が 伸 び る 力 に よ っ て 、 針 部 材 ５ は 、 エ ン ド キ ャ ッ プ １ ９
の 開 口 部 ２ ０ に 向 か っ て 発 射 さ れ 、 針 部 材 ５ の 先 端 部 ５ ａ は 、 エ ン ド キ ャ ッ プ １ ９ の 端 部
１ ９ ａ に 衝 突 す る 。 こ の と き 、 穿 刺 針 ３ が エ ン ド キ ャ ッ プ の 開 口 部 ２ ０ か ら 突 出 し 、 例 え
ば 指 先 の 皮 膚 を 穿 刺 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
針 部 材 ５ は 、 エ ン ド キ ャ ッ プ の 端 部 １ ９ ａ に 衝 突 し た 後 、 跳 ね 返 さ れ る の と 同 時 に 後 退 用
ス プ リ ン グ １ １ は 圧 縮 さ れ た 状 態 か ら 伸 び よ う と し 、 進 出 用 ス プ リ ン グ １ ０ は 元 の 形 状 に
縮 も う と す る 。 従 っ て 、 ロ ッ ド １ ３ を 介 し て 針 部 材 ５ が 後 退 動 作 を 行 い 、 針 部 材 ５ が エ ン
ド キ ャ ッ プ １ ９ 内 に 後 退 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 ４ （ ａ ） ～ （ ｅ ） は 、 ラ ン セ ッ ト 進 退 装 置 １ に 装 着 さ れ た ラ ン セ ッ ト ２ の 針 部 材 ５ が 収
納 ケ ー ス ４ か ら 進 退 す る 動 作 を 段 階 的 に 示 し て い る 。 図 ４ （ ａ ） は 、 ラ ン セ ッ ト ２ を ラ ン
セ ッ ト 進 退 装 置 １ に 装 着 し た 状 態 を 示 し 、 前 述 し た よ う に 、 ラ ン セ ッ ト ２ の 収 納 ケ ー ス ４
が 支 持 部 １ ２ ａ に 軽 圧 入 的 に 嵌 合 す る と 共 に 、 針 部 材 ５ の 嵌 合 孔 に ロ ッ ド １ ３ が 軽 圧 入 的
に 嵌 合 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
こ の 状 態 か ら 、 ラ ン セ ッ ト 進 退 装 置 １ の 発 射 ボ タ ン １ ８ を 押 圧 す る と 、 ロ ッ ド １ ３ が 針 部
材 ５ を 押 圧 し て 前 進 さ せ る 。 針 部 材 ５ が 図 ４ （ ａ ） の 位 置 か ら 図 ４ （ ｂ ） の 位 置 ま で 前 進
す る 過 程 で 針 部 材 ５ の 付 勢 腕 ７ に 形 成 し た 凸 部 ７ ａ が 収 納 ケ ー ス ４ に 形 成 し た 凹 部 ８ を 通
過 す る 。 こ の と き 、 凹 部 ８ の 前 方 に は テ ー パ 面 が 形 成 さ れ て い る の で 、 凸 部 ７ ａ は テ ー パ
面 に 接 近 す る 程 度 で 凹 部 ８ に 落 ち 込 む こ と な く 通 過 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
そ の 後 、 針 部 材 ５ は 端 面 が エ ン ド キ ャ ッ プ １ ９ の 端 部 １ ９ ａ に 衝 突 す る ま で 前 進 し 、 穿 刺
針 ３ が エ ン ド キ ャ ッ プ の 開 口 部 ２ ０ か ら 突 出 し 、 例 え ば 指 先 の 皮 膚 を 穿 刺 す る 。 エ ン ド キ
ャ ッ プ １ ９ の 端 部 １ ９ ａ に 針 部 材 ５ の 端 面 が 衝 突 し た 後 、 針 部 材 ５ が 後 退 動 作 に 転 じ る 。
こ の と き 、 ロ ッ ド １ ３ に 形 成 し た 段 部 １ ３ ｂ が ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 内 壁 １ ２ ｂ に 当 接 さ せ る
よ う に 構 成 す る な ら ば 、 針 部 材 ５ が エ ン ド キ ャ ッ プ １ ９ の 端 部 １ ９ ａ に 衝 突 す る 衝 撃 を 大
幅 に 緩 和 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
後 退 動 作 に 転 じ た 針 部 材 ５ の 凸 部 ７ ａ が 収 納 ケ ー ス ４ の 溝 ４ ｃ に ガ イ ド さ れ な が ら 更 に 後
退 す る と 、 凹 部 ８ の 前 方 に 形 成 し た テ ー パ 面 に 到 達 す る 。 溝 ４ ｃ の 底 面 に 弾 性 付 勢 さ れ た
針 部 材 ５ の 凸 部 ７ ａ は 、 テ ー パ 面 に 添 い な が ら 移 動 し 、 凹 部 ８ の 後 方 側 の 内 面 に 当 接 す る
こ と に よ り 針 部 材 ５ の 後 退 動 作 が 阻 止 さ れ 、 針 部 材 ５ の 凸 部 ７ が 図 ４ （ ｄ ） に 示 す よ う に
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、 凹 部 ８ に 落 と し 込 ま れ る 。 こ の 状 態 で ラ ン セ ッ ト ２ の 進 退 動 作 が 完 了 す る 。 針 部 材 ５ が
停 止 し た 位 置 は 、 穿 刺 針 ３ の 針 先 が 収 納 ケ ー ス ４ の 端 部 ４ ｂ よ り 後 退 し た 位 置 と な っ て い
る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
そ の 後 、 図 ４ （ ｅ ） に 示 す よ う に ラ ン セ ッ ト 進 退 装 置 １ か ら エ ン ド キ ャ ッ プ １ ９ を 離 脱 し
た 後 に 、 使 用 済 み と な っ た ラ ン セ ッ ト ２ を 引 き 抜 く こ と に よ り 離 脱 す る 。 こ の と き 、 針 部
材 ５ の 穿 刺 針 ３ の 針 先 が 収 納 ケ ー ス ４ の 端 部 ４ ｂ よ り 後 退 し て い る の で 、 使 用 済 み の ラ ン
セ ッ ト ２ を 廃 棄 し て も 穿 刺 針 ３ に よ り 身 体 を 傷 つ け る こ と は な い 。 ま た 、 使 用 済 み の ラ ン
セ ッ ト ２ に 対 し て 衝 撃 を 与 え て も 、 針 部 材 ５ の 凸 部 ７ を 凹 部 ８ に 落 と し 込 む こ と に よ っ て
、 収 納 ケ ー ス ４ に 針 部 材 ５ を 固 定 す る の で 、 穿 刺 針 ３ が 突 出 す る 虞 が な い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
図 ５ は 、 以 上 説 明 し た 第 １ の 実 施 形 態 に お け る ラ ン セ ッ ト ２ の 変 形 例 を 示 す も の で 、 ラ ン
セ ッ ト ２ を 使 用 す る 前 の 状 態 で は 、 収 納 ケ ー ス ４ 内 に お け る 針 部 材 ５ の 移 動 を 阻 止 し 、 ラ
ン セ ッ ト 進 退 装 置 １ に 装 着 し た と き に 解 除 す る よ う に 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
こ の ラ ン セ ッ ト ２ は 、 ラ ン セ ッ ト 進 退 装 置 １ の ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 先 端 部 に 設 け ら れ た 支 持
部 １ ２ ａ に 嵌 合 す る 収 納 ケ ー ス ４ の 端 部 ４ ａ に 透 孔 ３ ０ を 形 成 し 、 針 部 材 ５ に 突 出 形 成 し
た 弾 性 を 有 す る 付 勢 腕 ７ の 凸 部 ７ ａ を 透 孔 ３ ０ に 嵌 入 さ せ る と 共 に 、 収 納 ケ ー ス ４ の 外 方
に 突 出 さ せ て い る 。 こ の よ う に 凸 部 ７ ａ を 透 孔 ３ ０ に 嵌 入 す る こ と に よ っ て 針 部 材 ５ の 移
動 が 阻 止 さ れ ロ ッ ク 状 態 に な る 。 従 っ て 、 ラ ン セ ッ ト ２ を ラ ン セ ッ ト 進 退 装 置 １ に 装 着 す
る と き 等 、 ラ ン セ ッ ト ２ に 衝 撃 を 与 え て も 不 用 意 に 穿 刺 針 ３ が 突 出 す る 虞 が な い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
こ の ラ ン セ ッ ト ２ を ラ ン セ ッ ト 進 退 装 置 １ に 装 着 す る と 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 支 持 部 １ ２ ａ
の 嵌 合 に よ っ て 透 孔 ３ ０ に 嵌 入 し た 凸 部 ７ ａ が 収 納 ケ ー ス ４ 内 に 押 し 戻 さ れ る 。 こ の 結 果
、 針 部 材 ５ の ロ ッ ク 状 態 が 解 除 さ れ 、 前 述 し た よ う に 針 部 材 ５ を 進 退 動 作 さ せ る こ と が 可
能 に な る 。 そ の 後 、 進 退 動 作 が 終 了 し た と き に は 、 針 部 材 ５ の 凸 部 ７ ａ が 凹 部 ８ に 落 と し
込 ま れ る こ と に よ っ て 、 ラ ン セ ッ ト ２ の 進 退 動 作 が 完 了 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
［ 実 施 の 形 態 ２ ］
図 ６ （ ａ ） ～ （ ｄ ） は 、 ラ ン セ ッ ト ２ の 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 し 、 ラ ン セ ッ ト 進 退 装 置 １ に
装 着 す る 以 前 の 状 態 で は 収 納 ケ ー ス ４ 内 の 針 部 材 ５ を ロ ッ ク し 、 不 用 意 に 針 部 材 ５ が 収 納
ケ ー ス ４ か ら 離 脱 し な い よ う に し て い る 。 尚 、 前 述 し た 実 施 の 形 態 １ と 同 部 品 は 同 符 号 を
付 し 、 そ の 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る ラ ン セ ッ ト ２ の 針 部 材 ５ に は 、 側 壁 か ら 外 方 に 突 出 し た 凸 部 ５ ｂ が
形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 収 納 ケ ー ス ４ の 内 壁 に は 、 針 部 材 ５ の 移 動 方 向 と 直 交 す る 周 方 向
に 横 溝 ４ ０ を 形 成 す る と 共 に 、 こ の 横 溝 ４ ０ の 端 部 に 連 通 さ せ て 針 部 材 ５ の 移 動 方 向 に 縦
溝 ４ １ が 設 け ら れ て い る 。 ラ ン セ ッ ト ２ の 未 使 用 状 態 に お い て 、 針 部 材 ５ の 凸 部 ５ ｂ は 収
納 ケ ー ス ４ の 横 溝 ４ ０ に 係 合 さ せ て い る 。 こ の 状 態 に お い て 、 凸 部 ５ ｂ と 横 溝 ４ ０ と の 位
置 関 係 は 、 針 部 材 ５ の 穿 刺 針 ３ の 針 先 が 収 納 ケ ー ス ４ の 端 部 ４ ｂ よ り も 後 退 す る よ う に 設
定 さ れ て い る 。 従 っ て 、 ラ ン セ ッ ト ２ の 未 使 用 状 態 に お い て は 、 収 納 ケ ー ス ４ に 対 し て 針
部 材 ５ の 移 動 方 向 へ の 移 動 が 阻 止 さ れ て い る た め 、 針 部 材 ５ が 不 用 意 に 収 納 ケ ー ス ４ か ら
離 脱 す る こ と が 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
こ の よ う な ラ ン セ ッ ト ２ は 、 未 使 用 状 態 に お い て 、 収 納 ケ ー ス ４ の 穿 刺 針 ３ 側 を 閉 塞 す る
よ う に 略 カ ッ プ 状 の 保 護 ケ ー ス ６ を 被 冠 し て い る 。 こ の 保 護 ケ ー ス ６ を 被 冠 す る こ と に よ
っ て 、 穿 刺 針 ３ が 空 気 中 に 浮 遊 す る 雑 菌 等 に 汚 染 さ れ る こ と を 防 止 す る と 共 に 、 ラ ン セ ッ
ト 進 退 装 置 １ に 装 着 す る と き に 、 使 用 者 の 手 指 に よ っ て 穿 刺 針 ３ が 汚 染 さ れ る こ と を 防 止
す る 役 割 を 果 た し て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
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次 に 、 以 上 の ラ ン セ ッ ト ２ を ラ ン セ ッ ト 進 退 装 置 １ に 装 着 す る 。 即 ち 、 保 護 ケ ー ス ６ を 被
冠 し た 状 態 の 収 納 ケ ー ス ４ の 後 端 部 を ラ ン セ ッ ト 進 退 装 置 １ の ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 先 端 部 に
設 け ら れ た 支 持 部 １ ２ ａ に 軽 圧 入 的 に 嵌 合 す る と 共 に 、 針 部 材 ５ の 後 端 部 に 突 出 形 成 し た
嵌 合 棒 ５ ｃ を ロ ッ ド １ ３ の 先 端 に 形 成 し た 嵌 合 孔 に 嵌 合 す る こ と に よ り 装 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
そ の 後 、 保 護 ケ ー ス ６ に 被 冠 し た 収 納 ケ ー ス ４ を ９ ０ ° 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 、 針 部 材
５ の 凸 部 ５ ｂ を 収 納 ケ ー ス ４ の 縦 溝 ４ ０ ま で 移 動 さ せ 、 凸 部 ５ ｂ を 縦 溝 ４ １ に 係 合 さ せ る
。 こ の 結 果 、 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 針 部 材 ５ が 縦 溝 ４ １ に 従 っ て 移 動 方 向 に 対 し て 進
退 可 能 な 状 態 に な る 。 更 に 、 収 納 ケ ー ス ４ か ら 保 護 ケ ー ス ６ を 離 脱 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
以 上 の よ う に ラ ン セ ッ ト ２ を 装 着 し た 後 、 前 述 し た 実 施 形 態 と 同 様 に 、 ラ ン セ ッ ト 進 退 装
置 １ の 発 射 ボ タ ン １ ８ を 押 圧 す る と 、 ロ ッ ド １ ３ が 針 部 材 ５ を 押 圧 し て 前 進 さ せ る 。 針 部
材 ５ が 、 図 ６ （ ｂ ） の 位 置 か ら 図 ６ （ ｃ ） の 位 置 ま で 前 進 す る 過 程 で は 、 針 部 材 ５ の 付 勢
腕 ２ ３ に 形 成 し た 凸 部 ２ ３ ａ が 収 納 ケ ー ス ４ に 形 成 し た 凹 部 ２ ４ に 落 ち 込 む こ と な く 通 過
す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
針 部 材 ５ は 、 や が て 端 面 が エ ン ド キ ャ ッ プ １ ９ の 端 部 １ ９ ａ （ 図 示 し な い ） に 衝 突 す る ま
で 前 進 し 、 穿 刺 針 ３ が エ ン ド キ ャ ッ プ の 開 口 部 ２ ０ か ら 突 出 し 、 例 え ば 指 先 の 皮 膚 を 穿 刺
す る 。 エ ン ド キ ャ ッ プ １ ９ の 端 部 １ ９ ａ に 針 部 材 ５ の 端 面 が 衝 突 し た 後 、 針 部 材 ５ が 後 退
動 作 に 転 じ る 。 こ の と き 、 収 納 ケ ー ス ４ の 縦 溝 ４ １ の 前 端 を エ ン ド キ ャ ッ プ １ ９ の 端 部 １
９ ａ に 衝 突 す る 位 置 と ほ ぼ 同 じ に 設 定 す る な ら ば 、 針 部 材 ５ の 凸 部 ５ ｂ が 縦 溝 ４ １ の 前 端
に 衝 突 し て 針 部 材 ５ が エ ン ド キ ャ ッ プ １ ９ の 端 部 １ ９ ａ に 衝 突 す る 衝 撃 を 大 幅 に 緩 和 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
後 退 動 作 に 転 じ た 針 部 材 ５ の 凸 部 ５ ｂ が 収 納 ケ ー ス ４ の 縦 溝 ４ １ に ガ イ ド さ れ な が ら 更 に
後 退 す る と 、 針 部 材 ５ の 付 勢 腕 ２ ３ の 弾 性 付 勢 力 に よ っ て 凸 部 ２ ３ ａ が 凹 部 ２ ４ に 落 と し
込 ま れ る 。 こ の 結 果 、 凸 部 ２ ３ ａ が 凹 部 ２ ４ の 後 方 側 の 内 面 に 当 接 し 、 針 部 材 ５ の 後 退 動
作 が 阻 止 さ れ 、 針 部 材 ５ の 進 退 動 作 が 図 ６ （ ｄ ） に 示 す 状 態 で さ れ る 。 こ の と き 、 針 部 材
５ が 停 止 す る 位 置 は 、 穿 刺 針 ３ の 針 先 が 収 納 ケ ー ス ４ の 端 部 ４ ｂ よ り 後 退 し た 位 置 と な っ
て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
使 用 済 み の ラ ン セ ッ ト ２ は 、 ラ ン セ ッ ト 進 退 装 置 １ か ら エ ン ド キ ャ ッ プ １ ９ を 離 脱 し た 後
に 引 き 抜 く こ と に よ り 離 脱 す る 。 こ の と き 、 針 部 材 ５ の 穿 刺 針 ３ の 針 先 が 収 納 ケ ー ス ４ の
端 部 ４ ｂ よ り 後 退 し て い る の で 、 使 用 済 み の ラ ン セ ッ ト ２ を 廃 棄 し て も 穿 刺 針 ３ に よ り 身
体 を 傷 つ け る こ と は な い 。 ま た 、 使 用 済 み の ラ ン セ ッ ト ２ に 対 し て 衝 撃 を 与 え て も 、 針 部
材 ５ の 凸 部 ２ ３ ａ を 凹 部 ２ ４ に 落 と し 込 む こ と に よ っ て 収 納 ケ ー ス ４ に 固 定 す る の で 、 穿
刺 針 ３ が 突 出 す る 虞 が な い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
図 ７ （ ａ ） ～ （ ｅ ） は 、 第 ２ の 実 施 形 態 の 変 形 例 を 示 し 、 使 用 済 み の ラ ン セ ッ ト ２ に お け
る 針 部 材 ５ の 移 動 を 阻 止 し 、 不 用 意 に 針 部 材 ５ が 収 納 ケ ー ス ４ か ら 離 脱 し な い よ う に し た
他 の 例 で あ る 。 尚 、 前 述 し た 実 施 の 形 態 １ と 同 部 品 は 同 符 号 を 付 し 、 そ の 詳 細 な 説 明 を 省
略 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
図 ７ に 示 し た ラ ン セ ッ ト ２ の 針 部 材 ５ に 凸 部 ５ ｂ を 形 成 す る 一 方 、 収 納 ケ ー ス ４ の 内 壁 に
横 溝 ４ ０ お よ び こ の 横 溝 ４ ０ の 端 部 に 連 通 さ せ た 縦 溝 ４ １ を 設 け 、 ラ ン セ ッ ト ２ の 未 使 用
状 態 に お い て 、 針 部 材 ５ の 凸 部 ５ ｂ を 収 納 ケ ー ス ４ の 横 溝 ４ ０ に 係 合 さ せ て 移 動 を 阻 止 す
る こ と は 、 図 ６ に 示 し た 第 ２ の 実 施 形 態 と 同 じ で あ る 。 更 に 、 未 使 用 状 態 に お い て 、 収 納
ケ ー ス ４ に 保 護 ケ ー ス ６ を 被 冠 す る こ と も 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
図 ７ に 示 す ラ ン セ ッ ト ２ に お い て は 、 針 部 材 ５ の 後 端 部 に 突 出 形 成 し た 嵌 合 棒 ５ ｃ の 外 周
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か ら 凸 部 ２ ３ ａ を 形 成 し た 弾 性 を 有 す る 付 勢 腕 ２ ３ を 突 出 形 成 し 、 使 用 後 の ラ ン セ ッ ト ２
を ラ ン セ ッ ト 進 退 装 置 １ か ら 引 き 抜 く と き に 、 凸 部 ２ ３ ａ を 収 納 ケ ー ス ４ の 凹 部 ２ ５ に 落
と し 込 ま せ る こ と に よ り 移 動 を 阻 止 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
次 に 、 図 ７ に よ り ラ ン セ ッ ト ２ の 進 退 動 作 を 説 明 す る 。 先 ず 、 ラ ン セ ッ ト ２ の 収 納 ケ ー ス
４ の 後 端 部 を ラ ン セ ッ ト 進 退 装 置 １ の 支 持 部 １ ２ ａ に 軽 圧 入 的 に 嵌 合 す る と 共 に 、 針 部 材
５ の 後 端 部 に 突 出 形 成 し た 嵌 合 棒 ５ ｃ を ロ ッ ド １ ３ の 先 端 に 形 成 し た 嵌 合 孔 に 軽 圧 入 的 に
嵌 合 し て 装 着 す る 。 こ の 軽 圧 入 に よ る 摩 擦 抵 抗 は 、 収 納 ケ ー ス ４ の 孔 ４ ａ 内 を 移 動 す る 針
部 材 ５ と の 摺 動 摩 擦 抵 抗 よ り も 大 き く 設 定 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
ラ ン セ ッ ト ２ を ラ ン セ ッ ト 進 退 装 置 １ に 装 着 し た 後 、 収 納 ケ ー ス ４ に 被 冠 し た 保 護 ケ ー ス
６ を ９ ０ ° 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 、 針 部 材 ５ の 凸 部 ５ ｂ を 縦 溝 ４ １ に 係 合 さ せ 、 図 ７ （
ｂ ） に 示 す よ う に 、 針 部 材 ５ を 縦 溝 ４ １ に 従 っ て 進 退 可 能 な 状 態 に す る 。 更 に 、 収 納 ケ ー
ス ４ か ら 保 護 ケ ー ス ６ を 離 脱 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
そ の 後 、 ラ ン セ ッ ト 進 退 装 置 １ の 発 射 ボ タ ン １ ８ を 押 圧 し 、 ロ ッ ド １ ３ の 押 圧 に よ り 針 部
材 ５ を 図 ６ （ ｂ ） の 位 置 か ら 図 ６ （ ｃ ） の 位 置 ま で 前 進 さ せ る 。 こ の と き 、 収 納 ケ ー ス ４
に 形 成 し た 凹 部 ２ ５ が 、 針 部 材 ５ の 凸 部 ２ ３ ａ よ り も 後 方 に 形 成 さ れ て い る の で 、 針 部 材
５ は 収 納 ケ ー ス ４ の 孔 ４ ａ 内 を 前 進 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
針 部 材 ５ は 、 や が て 端 面 が エ ン ド キ ャ ッ プ １ ９ の 端 部 １ ９ ａ （ 図 示 し な い ） に 衝 突 す る ま
で 前 進 し 、 エ ン ド キ ャ ッ プ の 開 口 部 ２ ０ か ら 穿 刺 針 ３ を 突 出 さ せ 、 例 え ば 指 先 の 皮 膚 を 穿
刺 す る 。 針 部 材 ５ は 、 エ ン ド キ ャ ッ プ １ ９ の 端 部 １ ９ ａ に 衝 突 し た 後 に 後 退 動 作 に 転 じ 、
凸 部 ５ ｂ が 収 納 ケ ー ス ４ の 縦 溝 ４ １ に ガ イ ド さ れ な が ら ラ ン セ ッ ト 進 退 装 置 １ の ロ ッ ド １
３ と 共 に 後 退 す る 。 そ の 後 、 ロ ッ ド １ ３ が 初 期 の 位 置 ま で 復 帰 す る こ と に よ り 、 図 ７ （ ｄ
） に 示 す 状 態 で 停 止 し 、 針 部 材 ５ の 進 退 動 作 が 完 了 し 、 ラ ン セ ッ ト ２ が 使 用 済 み と な る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
以 上 の よ う に 進 退 動 作 が 完 了 し た 状 態 の 針 部 材 ５ は 、 収 納 ケ ー ス ４ の 孔 ４ ａ 内 の 中 間 に 位
置 し て い る 。 そ の 後 、 使 用 済 み と な っ た ラ ン セ ッ ト ２ を ラ ン セ ッ ト 進 退 装 置 １ か ら 離 脱 す
る 。 即 ち 、 先 ず ラ ン セ ッ ト 進 退 装 置 １ か ら エ ン ド キ ャ ッ プ １ ９ を 離 脱 さ せ た 後 、 図 ７ （ ｅ
） に 示 す よ う に 、 針 部 材 ５ の 収 納 ケ ー ス ４ を ラ ン セ ッ ト 進 退 装 置 １ の 支 持 部 １ ２ ａ か ら 引
き 抜 く と 共 に 、 嵌 合 棒 ５ ｃ を ロ ッ ド １ ３ か ら 引 き 抜 く 。 こ の と き 、 嵌 合 棒 ５ ｃ と ロ ッ ド １
３ と の 摩 擦 抵 抗 が 収 納 ケ ー ス ４ の 孔 ４ ａ と 針 部 材 ５ と の 摺 動 摩 擦 抵 抗 よ り も 大 き く 設 定 し
て い る の で 、 針 部 材 ５ は ロ ッ ド １ ３ に よ り 停 止 し た 状 態 で 収 納 ケ ー ス ４ の み が 引 き 抜 か れ
る 。 こ の 結 果 、 針 部 材 ５ が 収 納 ケ ー ス ４ の 後 方 に 相 対 的 に 移 動 す る こ と に よ り 、 付 勢 腕 ２
３ の 凸 部 ２ ３ ａ が 凹 部 ２ ５ に 落 と し 込 ま れ 、 針 部 材 ５ の 移 動 が 阻 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
そ の 後 、 更 に 収 納 ケ ー ス ４ を 引 き 抜 く と 、 針 部 材 ５ の 嵌 合 棒 ５ ｃ が ロ ッ ド １ ３ か ら 離 脱 し
て ラ ン セ ッ ト ２ が ラ ン セ ッ ト 進 退 装 置 １ か ら 離 脱 す る 。 こ の と き 、 針 部 材 ５ の 位 置 は 、 穿
刺 針 ３ の 針 先 が 収 納 ケ ー ス ４ の 端 部 ４ ｂ よ り 後 退 し た 位 置 と な っ て い る 。 従 っ て 、 使 用 済
み の ラ ン セ ッ ト ２ に 対 し て 衝 撃 を 与 え て も 穿 刺 針 ３ が 突 出 す る こ と が な く 、 身 体 を 傷 つ け
る こ と は な い 。 ま た 、 使 用 済 み の ラ ン セ ッ ト ２ は 、 針 部 材 ５ の 凸 部 ２ ３ ａ が 凹 部 ２ ５ に 落
と し 込 ま れ て ロ ッ ク さ れ て い る の で 再 使 用 す る こ と が で き ず 、 従 っ て 、 誤 っ て 他 人 が 使 用
す る こ と に よ る 感 染 症 の 被 害 が 未 然 に 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
尚 、 以 上 説 明 し た 各 実 施 の 形 態 は 、 一 例 を 示 す も の で あ り 、 本 発 明 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お
い て 種 々 変 更 可 能 で あ る こ と は 勿 論 で あ る 。 例 え ば 、 前 述 の 実 施 の 形 態 は 、 ラ ン セ ッ ト を
円 柱 状 に 形 成 し た が 、 角 柱 状 に 形 成 し て も 良 い 。 ま た 、 ラ ン セ ッ ト の 収 納 ケ ー ス お よ び 針
部 材 の 後 端 部 の 形 状 も し く は 構 成 は 、 装 着 す る ラ ン セ ッ ト 進 退 装 置 の 支 持 部 や 進 退 動 作 す
る ロ ッ ド の 形 状 も し く は 構 成 に 合 わ せ て 異 な ら せ て も 良 い 。 更 に 、 前 述 し た ラ ン セ ッ ト 進
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退 装 置 は 本 発 明 か ら な る ラ ン セ ッ ト の 使 用 状 態 を 説 明 す る た め に 便 宜 上 の 構 成 を 示 し た が
、 他 の 一 般 に 使 用 さ れ る 各 種 の ラ ン セ ッ ト 進 退 装 置 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た 本 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に か か る ラ ン セ ッ ト は 、 ラ ン セ ッ ト 自
身 に 針 部 材 の 進 退 可 能 な 孔 を 有 す る 収 納 ケ ー ス の 孔 内 に 形 成 し た 係 止 部 と 、 針 部 材 に 形 成
し た 係 合 片 に よ っ て 、 針 部 材 の 後 退 方 向 へ の 移 動 が 阻 止 さ れ る と 共 に 、 針 部 材 の 穿 刺 針 が
収 納 ケ ー ス か ら 突 出 し な い 位 置 で 係 止 す る の で 、 使 用 済 み の ラ ン セ ッ ト を 患 者 自 身 或 い は
第 三 者 が 誤 っ て 再 使 用 す る こ と が な く 、 ま た 、 不 用 意 に 扱 っ た と し て も ラ ン セ ッ ト の 穿 刺
針 に 触 れ る こ と が な い 。 こ れ に よ り 、 使 用 済 み の ラ ン セ ッ ト に よ る 怪 我 、 お よ び 、 血 液 経
由 に よ る 感 染 症 の 危 険 を 未 然 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の ラ ン セ ッ ト に よ れ ば 、 針 部 材 が 後 退 す る と き の み 、 弾 性 を 有 す る
付 勢 腕 の 凸 部 が 収 納 ケ ー ス 内 に 形 成 し た 凹 部 に 係 合 し て 針 部 材 の 後 退 を 阻 止 し 、 針 部 材 の
移 動 を ロ ッ ク す る の で 、 収 納 ケ ー ス か ら 針 部 材 が 離 脱 す る こ と が な く 、 使 用 済 の 穿 刺 針 に
触 れ る こ と に よ る 事 故 が 未 然 に 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
更 に 、 請 求 項 ３ に 記 載 の ラ ン セ ッ ト に よ れ ば 、 弾 性 を 有 す る 付 勢 腕 の 凸 部 を 収 納 ケ ー ス の
孔 の 内 壁 に 弾 性 付 勢 す る の で 、 通 常 の 状 態 で は 両 者 間 の 摩 擦 に よ っ て 針 部 材 の 落 下 等 を 防
止 で き 、 ラ ン セ ッ ト の 装 着 時 の 操 作 が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
ま た 、 請 求 項 ４ に 記 載 の ラ ン セ ッ ト に よ れ ば 、 初 期 状 態 で は 、 収 納 ケ ー ス に 形 成 し た 透 孔
に 付 勢 腕 の 凸 部 を 嵌 入 さ せ て 針 部 材 の 移 動 を 阻 止 し 、 ラ ン セ ッ ト の 装 着 に よ っ て 係 合 を 解
除 さ せ る の で 、 使 用 前 の ラ ン セ ッ ト で あ っ て も 、 針 部 材 を 収 納 ケ ー ス 内 の 定 位 置 に 収 納 さ
せ る こ と が で き 、 し か も 、 ラ ン セ ッ ト 進 退 装 置 へ の 装 着 を 容 易 に で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
更 に ま た 、 請 求 項 ５ に 記 載 の ラ ン セ ッ ト に よ れ ば 、 収 納 ケ ー ス の 穿 刺 針 側 に キ ャ ッ プ を 被
冠 す る こ と に よ り 、 針 部 材 の 不 意 な 飛 び 出 し に よ る 使 用 者 へ の 怪 我 等 が 未 然 に 防 止 で き る
。 ま た 、 封 止 に よ っ て 種 々 の 菌 に よ る 感 染 症 が 未 然 に 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
ま た 、 請 求 項 ６ に 記 載 の ラ ン セ ッ ト に よ れ ば 、 キ ャ ッ プ の 回 転 操 作 に よ っ て 突 起 を 横 溝 か
ら 縦 溝 に 移 行 し て 針 部 材 に 移 動 を 可 能 に す る の で 、 使 用 前 の 状 態 に お い て 針 部 材 が ロ ッ ク
さ れ 、 針 部 材 の 不 意 な 飛 び 出 し に よ る 使 用 者 へ の 怪 我 等 が 未 然 に 防 止 で き る 。 ま た 、 キ ャ
ッ プ を 被 冠 し た 状 態 で ラ ン セ ッ ト を ラ ン セ ッ ト 進 退 装 置 に 装 着 で き る の で 、 装 着 作 業 が 容
易 に な る と 共 に 種 々 の 菌 に よ る 感 染 症 が 未 然 に 防 止 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に か か る ラ ン セ ッ ト の 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に か か る ラ ン セ ッ ト を ラ ン セ ッ ト 進 退 装 置 に 装 着 し た 状 態 を 示 す 側 断 面 図
で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に か か る ラ ン セ ッ ト を 装 着 し た ラ ン セ ッ ト 進 退 装 置 に エ ン ド キ ャ ッ プ を 装
着 す る 状 態 を 示 す 分 解 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 （ ａ ） 乃 至 （ ｅ ） は 、 本 発 明 に か か る 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る ラ ン セ ッ ト の 進
退 動 作 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に か か る 第 １ の 実 施 の 形 態 の 変 形 例 を 示 す 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 （ ａ ） 乃 至 （ ｄ ） は 、 本 発 明 に か か る 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る ラ ン セ ッ ト の 進
退 動 作 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 （ ａ ） 乃 至 （ ｅ ） は 、 本 発 明 に か か る 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る ラ ン セ ッ ト の 変
形 例 の 動 作 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 ラ ン セ ッ ト 進 退 装 置
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２ 　 　 　 ラ ン セ ッ ト
３ 　 　 　 穿 刺 針
４ 　 　 　 収 納 ケ ー ス
４ ａ 　 　 孔
４ ｂ 　 　 収 納 ケ ー ス の 端 部
５ 　 　 　 針 部 材
７ 　 　 　 付 勢 腕
７ ａ 　 　 凸 部
８ 　 　 　 凹 部 （ 阻 止 部 ）
１ ２ 　 　 ハ ウ ジ ン グ
１ ２ ａ 　 支 持 部
１ ３ 　 　 ロ ッ ド
１ ９ 　 　 エ ン ド キ ャ ッ プ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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